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須坂市教育委員会 10 月定例会 【会議録】 

 

１ 日 時 2021 年 10 月 26 日（火）午後 2時 00 分～午後４時 00 分  

 

２ 場 所 消防本部大会議室 

 

３ 出席した委員 教育長      小林 雅彦 

         教育長職務代理者 二ノ宮邦彦 

         教育委員     土屋 保男 

         教育委員     水上 智恵 

         教育委員     山下美知子 

 

４ 説明のため出席した職員 

         教育次長     清水 秀一 

学校教育課長   中村 健司 

         子ども課長    小林 昌幸 

         人権同和教育課長 牧  俊彦 

         学校給食ｾﾝﾀｰ所長 北堀 智 

         文化スポーツ課長 田中 賢一 

         生涯学習推進課長 山岸 一延 

         主任指導主事   後藤 昭彦 

         指導主事     竹前 金三 

         指導主事     宮崎 健 

         指導主事     北村 雅 

 

５ 事務局出席職員 

庶務係長     小林 貴彦 

庶務係担当係長  安川 尚義 

 

６ 本日の会議に付した事項 

 

（１）学校等の状況報告について 

    

（２）議 題 

議案第 32 号 須坂市小中学校適正規模等審議会条例について 
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議案第 33 号 須坂市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定 

める条例の一部改正について 

議案第 34 号 須坂市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに 

特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める 

条例の一部を改正する条例について 

                    

（３）協 議 

  ① 市 PTA 連合会との教育懇談会に提出される質問・要望事項について 

  ② 須高市町村教育委員会研究協議会の懇談テーマについて 

 

（４）一般行政報告 

① 教育長出席行事の報告について 

② 行事共催等承認の報告について 

③ 国名勝米子瀑布群現状変更の許可について 

 

（５）その他 

① 教育委員会行事予定について 

② 須坂市教育委員会主催・共催大会等への出席について 

③ 2021 年度人権教育啓発標語・ポスター最優秀作品及び表彰式等について 

④ 2021 年度 須坂市「家庭の日」啓発活動について 

⑤ 令和４年成人式について 

⑥ その他 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  

小林教育長が開会を宣した。 

  

１ 学校等の状況報告について 

教育長が説明を求めた。 

（1）後藤主任指導主事が学校等の状況について説明した。 

・児童生徒の欠席（30 日以上）状況について、小学校の９月現在 13 人、中学校

37 人。 

・学年別の新規不登校者数では、小学４、５、６年生でゼロとなっている。中学

１年生も例年は多いが新規は３人で収まっている。 

・スクールカウンセラーの上半期の活動状況について、カウンセリングを受けた
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後の児童生徒や保護者の様子について各学校にアンケートを実施。 

（主な内容） 

・スクールカウンセラーの先生に月 1 回来てもらい、その都度、宿題のことや

学級・家庭での様子を話して聞いてもらっている児童は、カウンセリングの

日を楽しみにしていて、自分から進んで相談室に来て、話をする姿がある。 

・家庭環境や友だちとのかかわりから、意欲が低下したり、イライラを抑えき

れなかったりする児童に寄り添い、話や思いをゆっくりと聴いていただいた

ことで、「話してよかった」と気持ちの切りかえができ、また「学校にはいろ

んな先生がいるんだなあ。」と児童がスクールカウンセラーを改めて認識する

機会ともなった。 

・不登校傾向児童の母親は、日頃、話のできる人が身近にいないので、スクー

ルカウンセラーの先生がいることで、話したり相談したりすることが、とて

も嬉しいと行って帰られる。そして必ず次回のカウンセリングを希望されて

いる。 

・発達障がいをもつわが子の言動に悩むお母さんの思いを聴いていただき、「泣

いたらスッキリした」「よかった」と言って笑顔で帰られた。 

 

（2）北村指導主事から全国学力・学習状況結果と考察について説明した。 

 ・令和３年度全国学力学習状調査の結果について、現場の教科の専門の先生方

から成る分析委員会を開催して結果を分析した。 

 ・小学校（６年）の平均正答率は、国語、算数ともに県平均、全国平均と同程

度。約半数の小学校が全国平均を超えることができた。 

 ・これは新学習指導要領に基づく主体的、対話的で深い学びの観点からの授業

改善の取り組みが進みつつあると考えられる。 

 ・中学校（３年生）では県平均、全校平均を下回る結果となった。学力向上へ

の真摯で全体的な取り組みを通した底上げが必要な状況。 

 ・児童生徒質問紙調査の結果をクロス集計すると「朝食を毎日食べている、テ

レビを見る・ゲームをする時間が短い、スマホ等の使用時間を守っている、

寝る時間や起きる時間が決まっている、将来の夢がある」と回答した児童の

正当率が高い傾向にあり、その逆は正答率が低いという傾向が顕著にみられ

た。基本的な生活習慣の定着が学力に大きく結び付いていると考えられる。 

 ・この結果について、校長会や教頭会で各校の分析や対策を検討し、後期の授

業改善に生かしていくよう依頼する。  

 



4 

 

 

 

２ 議 題   

議案第 32 号 須坂市小中学校適正規模等審議会条例について 

議案第 33 号 須坂市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部改正について 

議案第 34 号 須坂市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ど

も・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例について 

教育長からの求めで、各課長が説明した。特に意見・質問無く、承認された。 

 

 

３ 協 議 

(1) 市 PTA 連合会との教育懇談会に提出される質問・要望事項について 

小林教育長が説明を求め、中村学校教育課長が説明した。 

・市 PTA 連合会との教育懇談会での質問・要望事項が提出された。主な事項は、

通学路の安全対策、エアコン設置、ICT・プログラミン・情報教育、子育て支援、

人権講座、学校給食について等。これらについては 11 月 17 日の懇談会で各課

から回答する。 

 

(2) 須高市町村教育委員会研究協議会の懇談テーマについて 

 小林教育長が説明を求め、中村学校教育課長が説明した。 

 中村課長： 

 ・須高市町村教育委員会研究協議会を 12 月に開催予定。協議会の懇談テーマに

ついて委員の意見を伺いたい。 

 

二ノ宮代理： 

・学年費や PTA 会費などの私費の徴収状況。減免の割合。経済的に困窮している

世帯の状況について。 

・教員志望者が減っているという現状に関連して、新規採用の先生が特に学校内

でどんな研修を受けているか。研修が余り多いと働き方改革に逆行しかねない。

同僚性が持てているか、やりがいにつながる研修か、孤立していりないか等に

ついて聞いてみたい。 

 

 水上委員： 

 ・コロナ禍における中学生の職場体験の実施状況。 

 ・放課後デイと児童クラブ、学校との連携。児童クラブにおける特別支援児童の
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対応。 

 ・コミュニティスクールの各学校の対応状況について。個人的に本の読み聞かせ

に学校に行っているが、コロナ禍で読み聞かせに行かれる学校と、まだ行かれ

ない学校があり対応が様々。 

 

土屋委員： 

・家庭訪問の実施方法について。生徒宅の玄関先でのみで実施している学校や部

屋できちんと実施している学校もあると聞いている。 

 

山下委員： 

 ・本年 4月から小中学生に貸与されたタブレット端末の活用状況について。教科

毎の活用状況や課題。家庭の状況に応じて児童生徒が公平に利用できる状況に

なっているか。タブレットの操作について得意な子とそうでない子がいると思

うが、そういったことに対する支援について。 

 

 小林教育長： 

 ・須高市町村教育委員会研究協議会は、教育委員と事務局職員が出席している。

今までの例だと事務局の職員が答えることが多いため、質問の内容を少し考え

て教育委員同士で議論できる問いにしていきたい。 

 

 

４ 一般行政報告 

(1) 教育長出席行事の報告について 

教育長が主だった出席行事について説明した。 

    

(2) 行事共催等承認の報告について 

小林教育長が説明を求め、中村学校教育課長が説明した。 

・後援事業が７件、共催１件。内新規３件 

 

(3) 国名勝米子瀑布群現状変更の許可について 

小林教育長が説明を求め、田中文化スポーツ課長が説明した。 

・2021 年 9 月に事業者から、国名勝米子瀑布群にある滝山館の増築部分につい

て現状変更許可申請が提出された。 

・滝山館の増築部分は河川側に傾いており建物倒壊の危険性もある。また建築

から 50 年を経過していない建築物の除却であり、除却による当該文化財への

影響も軽微であるため、増築された部分の除却について現状変更を許可した

もの。 
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５ その他 

（1）教育委員会行事予定について 

小林教育長が説明を求め、各課長等が説明した。 

  次回定例会は 11 月 22 日（月）午後 2時 00 分に決定した。 

 

（2）須坂市教育委員会主催・共催大会等への出席について 

小林教育長が説明を求め、中村学校教育課長が説明した。 

 

（3）2021 年度人権教育啓発標語・ポスター最優秀作品及び表彰式等について 

小林教育長が説明を求め、牧人権同和教育課長が説明した。 

・標語・ポスター最優秀作品の表彰式は、第 48 回部落差別はじめあらゆる差別をなく

す市民大集会（1月 22 日）内で行う。 

・人権教育啓発ポスターは、小中学校で巡回展示を実施。 

 

（4）2021 年度 須坂市「家庭の日」啓発活動について 

小林教育長が説明を求め、小林子ども課長が説明した。 

・児童青少年の健全育成に大切な明るく楽しい家庭づくり推進するため毎月第 3 日曜

日を「家庭の日」と定めている。その趣旨の推進を図るため市内小中学生から「家

庭の日」に関する作文、ポスターを募集。応募総数 824 点。入選作品展を 11 月に旧

上高井郡役所で開催。 

 

（5）令和４年成人式について 

小林教育長が説明を求め、田中文化スポーツ課長が説明した。 

・2022 年 1 月 9 日午後 1時 40 分からメセナホールで開催予定。 

・対象者は 564 人 

・コロナ禍において参加を控える新成人等のため式典はインターネットによる同時配

信を実施。 

 

（6）その他 

  小林教育長が説明を求め、竹前指導主事が説明した。 

  ・須坂市在住の児童生徒が通学している特別支援学校を市教育委員会として訪問し、

日頃の指導に感謝の意を表すとともに、児童生徒の様子を参観し激励する。本年度

の訪問について教育委員の協力をお願いしたい。 

 

 

小林教育長が閉会を宣した。 


